
 

  

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 短い時間でもスッキリと読み切れる短編集や、国語の教科書で紹介さ

れている本を学校図書館で選んでみませんか。 

 「何を読んでいいか、わからない。」という皆さんの声をよく聞きます。

好みは一人ひとり違いますし、本も難しいものから読みやすいものまで

様々です。ぜひ学校図書館に足を運び、お気に入りの一冊をみつけてく

ださい。そして、「朝読で読む本をさがしています。」と、気軽に司書に

声をかけてください。 
 

 

 ３ 

 

月 

 

返却期限を過ぎている本がある場合は、春休み期間中の貸し出しはできません。 

図書館だより 

自分の読書を振

り返ってみよう! 

朝読に、学校図書館の本を読んでみよう。 

 

＊＊＊  ＊＊＊ 
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  河内中学校 

 

 

貸し出しを受けてから、一か月以上が過ぎてし

まった本は、ありませんか。その本を読みたい人

が待っています。 大至急返却を！！ 

岡本小学校 

 

 

図書室の前のろう下

で，季節の本を紹介し

ています。 

分類の表示を細かくし

て，本の分類をわかりや

すくしています。 

岡本西小学校 

  

児童はコロナ予防対策をしっかりして図書館に訪れ

ます。大人気の「サバイバルシリーズ」をはじめ、子

どもたちが楽しく読める本を揃えています。また、1

月には「図書おみくじ」、2 月には「イベントカレンダ

ー」を作成し、関係する本の展示を行いました。併せ

て掲示板でもイベントのお知らせをしています。  

栃木県・宇都宮市の資料

を手に取りやすくして

います。生き物や化石の

本が人気です。 



 

 

     

 

マイナス 50℃の世界                  米原 万里 著    角川学芸出版 刊 

 

 

 

 

 

分類：２９ ヨ 

桜風堂夢ものがたり                  村山 早紀 著    PHP研究所 刊 

 

 

 

 

 

分類：９１３ ム 

地球以外に生命を宿す天体はあるのだろうか？    佐々木 貴教 著    岩波書店 刊 

 

 

 

 

 

分類：４４ サ 

文豪ナビ 芥川龍之介                        新潮文庫 編       新潮社 刊 

 

 

 

 

 

分類：９１０ シ 

ぼく モグラ キツネ 馬   チャーリー・マッケンジー 著  川村 元気 訳  飛鳥新書 刊 

 

 

 

 

 

分類：９３７ マ 

 

＊「図書館だより」はカラー版がクロームの【クラスルーム】にも入っています。 

 

 ロシア連邦の中の「サハ共和国」は、世界一寒い国として知られています。 

ＴＶ番組の取材でその国を訪れた ロシア語の通訳者、米原万里さんの現地での体験談

がこの本には書かれています。習慣、文化、自然、日本とは全く異なる国内の様子が、

克明に記録されており、ロシアという国の一端を知ることができるでしょう。空を飛ぶ

鳥が凍死するという極寒の地に生きる人々の暮らし。中学生向けに読みやすく書かれて

います。                      ～1年生国語教科書紹介本～ 

 

 

 山間
やまあい

の「桜野町」を舞台に起きる不思議な出来事が描かれています。 

第一話「秋の怪談」 第二話「夏の迷子」 第三話「子狐の手紙」 第四話「灯

台守」 どのお話も一話読み切りの短編集です。日常から離れた非現実的な展開

のファンタジー集と言えるでしょう。前作の「桜風堂ものがたり」は一人の主人

公を中心に描かれた物語でしたが、この本は書名に「夢ものがたり」と入ってい

るように、どこか幻想的な雰囲気の本。きっと面白く読めると思います。 

 

 著者は京都大学の宇宙物理学教室で学生を指導している助教授です。ご専門は

「惑星科学」 日本の宇宙研究をリードする研究者のおひとりです。その道の第

一人者が中高生向けに、宇宙人の存在の有無を本気で論じたのがこの本です。 

「第二の地球」といえるような、生命体の存在する惑星があるのか、は今のとこ

ろ大きな謎です。しかし佐々木先生は、その可能性は全くゼロではない、という

ことを中学生に向けて、丁寧に説明しています。 

 

 中学生なら、名前くらいは聞いたことがある明治時代の文豪「芥川龍之介」 

この本は「芥川」の作品を紹介するとともに、時代背景やその時の作家の私生活まで

詳しく解説しています。「芥川」のすべてが書かれているといっても言い過ぎではな

い、“丸ごと芥川龍之介”のような本です。興味深いのは、のちに妻となる「文(ふみ)」 

に宛てた恋文です。熱烈な「ラブレター」です。ぜひ一度読んでみましょう。                 

～１年生国語教科書紹介本～ 

 

 

 「ぼく」と「モグラ」と「キツネ」と「馬」の穏やかな冒険の記録です。 

一人と二匹と一頭が出会った季節は、「春」 場所は「森の中」 偶然出会った彼

らは、静かに語りながら歩き続けます。自分の内側にある思いをとつとつと語り

ながら、いつしか一人と二匹と一頭は、かけがえのない友人になっていきます・・・。 

まるで哲学書のような、深い言葉でつづられた本です。読み終えると、陽だまり

のような温かさが心に湧いてきます。春休みにぜひ読んでみましょう。 

 


